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掲載している催しが、新型コロナウイルスの感染拡大で中止・延期になる場合があります。
開催については、市ウェブサイトまたは問い合わせ先で確認してください。

新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐため、
連休中も警戒を緩めず、生活の維持に必要な場合を除き、
外出を控えましょう。

春日市長　井上 澄和

「緊急事態宣言」発令中
市民の皆さまへ



文
章
が
持
つ
力
を
信
じ
て

― 

編
集
者
を
目
指
し
た
の
は
い

つ
頃
で
す
か

　
は
っ
き
り
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
大
学
時
代
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
本
を
読

ん
だ
り
、
文
章
を
書
い
た
り
す
る

こ
と
が
好
き
で
、
小
・
中
学
校
時

代
は
、
紅
葉
ヶ
丘
地
区
に
で
き
た

書
店
で
、
い
つ
も
立
ち
読
み
を
し

て
い
ま
し
た
。
幼
少
期
の
夢
を
思

い
返
す
と「
人
の
困
っ
て
い
る
何

か
を
解
決
で
き
る
人
に
な
り
た

い
」で
し
た
。
高
校
生
の
頃
ま
で

は
、
ぼ
ん
や
り
と
医
者
も
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
文
章
は

よ
り
多
く
の
人
の
何
か
を
解
決
で

文
章
で
人
を
助
け
た
い

　
週
刊
誌『
ア
エ
ラ
』の
編
集
長
な
ど
を
歴
任
し
、
現
在
は
朝
日
新
聞
出
版
の

取
締
役
を
務
め
る
尾
木
和
晴
さ
ん
。
出
版
社
か
ら
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
、
有
名
誌
の
編
集
長
、
そ
し
て
会
社
経
営
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
尾
木

さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
人
生
と
、
こ
れ
か
ら
の
夢
は
…
。

素直に人の話に耳を傾け、
変化に対応できる力が大切

き
る
と
考
え
、
編
集
者
を
目
指
し

ま
し
た
。

―
編
集
者
、
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
の

苦
労
は

　
文
章
を
書
く
仕
事
を
目
指
し
、

出
版
社
に
編
集
者
と
し
て
入
社
し

ま
し
た
。
入
社
後
、
文
章
を
書
く

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
仕
事
の
合
間
に

い
つ
も
し
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば

『
週
刊
朝
日
』に
配
属
に
な
っ
た
と

き
に
、
上
司
で
あ
る
副
編
集
長
か

ら「
声
に
出
し
て
読
ん
で
み
ろ
。

料
理
中
の
家
族
が
聞
い
て
も
理
解

で
き
る
よ
う
で
あ
れ
ば
い
い
」と

言
わ
れ
、
や
っ
て
み
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

昭和34年生まれ、春日東中
学校卒業。朝日新聞社入社
後、『週刊朝日』編集部、ロ
ンドン特派員、『アエラ』編集
長などを経て現職。

プロフィール

 

 

尾お

ぎ木  

和か
ず
は
る晴 

さ
ん

株
式
会
社
朝
日
新
聞
出
版
　
取
締
役
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時
に
は
、
私
が
提
出
し
た
原
稿

を
、
上
司
が
ハ
サ
ミ
で
ジ
ョ
キ
ジ

ョ
キ
と
切
り
刻
み
、
結
果
、
残
っ

た
の
は
人
の
名
前
だ
け
と
い
う
涙

の
経
験
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
経
験
を
す
る
中

で
、
人
に
読
ん
で
も
ら
う
に
は
ど

う
し
た
ら
良
い
か
を
一
生
懸
命
考

え
ま
し
た
ね
。

　
ま
た
、
取
材
相
手
が
私
の
原
稿

に
満
足
し
な
い
場
合
も
苦
労
し
ま

し
た
。
そ
ん
な
と
き
は
、
諦
め
ず

に
相
手
の
主
張
を
何
度
も
聞
い
て

文
章
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
そ
の
結
果
、
売
れ
る

作
品
や
読
ま
れ
る
記
事
が
で
き
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
い
頃
か
ら
変
わ
ら
な
い
夢

― 

今
の
夢
は
何
で
す
か

　
ず
っ
と
変
わ
ら
ず「
人
の
困
っ

て
い
る
こ
と
を
解
決
で
き
る
よ
う

な
こ
と
が
し
た
い
」で
す
。
私
は
、

編
集
者
、
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
身
に

付
け
た
技
術
を
使
っ
て
、
そ
の
夢

を
実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
世
の
中
に
多
く
あ

る
課
題
。
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ

が
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
と
作
用
し
あ

っ
て
い
ま
す
。
１
つ
の
大
き
な
課

題
に
関
連
す
る
こ
と
は
、
無
限
に

広
が
っ
て
い
く
。
で
す
の
で
、
１

つ
の
課
題
を
多
方
面
か
ら
深
掘
り

し
、
一
対
多
数
の
関
係
で
、
複
数

の
こ
と
を
取
り
上
げ
て
い
き
た
い

で
す
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の
課
題

に
関
心
の
あ
る
人
や
そ
の
課
題
で

困
っ
て
い
る
人
が
、
よ
り
広
い
視

点
か
ら
解
決
の
糸
口
を
見
い
出
せ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
客
観
的
な

視
点
で
課
題
を
捉
え
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
変
化
に
対
応
で
き
る
力

が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
人
と
し

て
素
直
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

― 

夢
を
実
現
す
る
た
め
に
あ
っ

た
ら
良
い
と
思
う
サ
ポ
ー
ト
な
ど

は
あ
り
ま
す
か

　
若
い
人
と
年
配
の
人
が
交
流
す

る
場
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
私

は
小
学
校
か
ら
剣
道
を
始
め
ま
し

た
。
高
校
ま
で
続
け
て
い
た
の
で

す
が
、
39
歳
の
時
に
再
開
し
、
今

で
も
朝
日
新
聞
社
の
剣
道
部
会
長

と
し
て
続
け
て
い
ま
す
。
週
2
、

3
回
、
年
代
も
違
う
部
員
と
剣
を

交
え
る
の
は
気
分
転
換
に
も
な

り
、
と
て
も
良
い
時
間
で
す
。

　
春
日
市
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
機
能
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し

た
が
、
世
代
を
超
え
た
人
と
の
縁

は
と
て
も
大
切
で
す
。
年
代
が
違

う
人
、
国
が
違
う
人
、
た
く
さ
ん

問い合わせ先　地域教育課こども共育担当　☎（558）1270　F（584）1153

夢サポート

▶
尾
木
さ
ん
が
編
集
長
を
務
め
て
い

た
週
刊
誌『
ア
エ
ラ
』

市ウェブサイト（KASUGA DREAM）　 1004747　Twitter　@kasuga_PR

の
人
と
触
れ
合
っ
た
方
が
良
い
と

思
い
ま
す
。
私
は
仕
事
で
い
ろ
ん

な
場
所
に
住
み
ま
し
た
が
、
今
で

も
ロ
ン
ド
ン
特
派
員
時
代
の
縁

や
、
各
地
域
で
の
縁
、
も
ち
ろ
ん

福
岡
時
代
の
縁
も
続
い
て
い
ま

す
。
世
界
中
の
ど
こ
か
に
、
1
人

で
も
友
人
が
い
る
と
、
そ
の
国
で

の
出
来
事
が
心
配
に
な
る
。
つ
ま

り
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
、

知
見
も
広
が
る
し
、
少
し
は
世
界

が
平
和
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と

も
思
う
の
で
す
。
多
様
な
人
と
交

流
し
、
会
話
を
す
る
場
は
、
人
と

し
て
の
成
長
に
と
て
も
役
立
つ
と

思
い
ま
す
。

― 

最
後
に
、
夢
に
向
か
っ
て
頑

張
る
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す

　
夢
は
変
わ
っ
て
も
良
い
。
夢
を

語
っ
て
、
聞
い
て
も
ら
っ
て
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
固
め
て
い

く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、た
く
さ
ん
の
友
人
を
作
り
、

迷
っ
た
と
き
は
い
ろ
ん
な
人
に
相

談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
き
っ
と
自

分
の
夢
に
近
づ
い
て
い
け
る
と
思

い
ま
す
。

コミュニティ・スクール
市は、学校・家庭・地域の三者で共に子どもたちを育てていく、コミュニティ・
スクールを実施しています。保護者や地域の人たちが積極的に学校運営に取り
組むことで、子どもたちの地域に対する地域愛や郷土愛が育まれます。

▲『アエラ』編集長時代
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中
国
湖
北
省
武
漢
市
に
端
を
発
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
き

ま
し
て
は
、
我
が
国
で
も
、
多
く
の
都

道
府
県
に
お
い
て
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
人
の
確
認
が
続
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
に
対

し
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ

る
患
者
お
よ
び
そ
の
ご
家
族
の
皆
さ
ま

に
、お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

自
ら
も
感
染
の
危
険
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
検
疫
、
搬
送
、
治
療
、
看
護

な
ど
の
対
応
に
当
た
っ
て
お
ら
れ
る
医

療
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
深
く
敬
意
を
表

し
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
２
月
３
日

に
、
市
長
で
あ
る
私
を
本
部
長
と
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本

部
を
設
置
し
、
市
の
対
応
に
つ
い
て
協

議
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

対
し
、
感
染
予
防
の
取
り
組
み
な
ど
に

つ
い
て
、
呼
び
掛
け
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ご
理
解
を

い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
ご
自
身
の

日
常
生
活
に
お
い
て
、
感
染
拡
大
を
防

止
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
、
ぜ
ひ
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
切
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
元
号
が
平
成
か
ら

令
和
に
改
ま
り
、
新
し
い
時
代
の
幕
明

け
の
年
で
し
た
。
秋
に
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
大
会
が
開
催
さ
れ
、

日
本
代
表
の
大
活
躍
に
よ
り
日
本
中
が

大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
中
、
本

市
に
お
い
て
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
カ
ナ

ダ
、
フ
ラ
ン
ス
代
表
チ
ー
ム
の
公
認
チ
ー

ム
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
、
大
会
成
功
の

一
端
を
担
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
我
が
国
は
、
引
き
続
く
少
子
高

齢
化
・
人
口
減
少
の
進
行
に
よ
り
、
大

き
な
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
本
市

に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
こ
の
ま

ま
何
も
手
を
打
た
な
け
れ
ば
、
令
和
２

年
度
を
ピ
ー
ク
に
、
そ
の
後
の
人
口
は

減
少
に
向
か
う
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
人
口
減
少
の
課
題
に
立
ち
向
か

う
べ
く
、「
２
０
６
０
年
に
人
口
10
万
人

の
維
持
」を
目
標
と
し
、
人
口
構
造
の
変

化
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な
地
域
社
会

の
構
築
の
た
め
、「
春
日
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
策
定
し
て
お

り
、
引
き
続
き
地
方
創
生
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
市
の「
ま
ち
の
住
み
よ
さ
」に
つ
き

ま
し
て
は
、
民
間
企
業
が
実
施
す
る
各

種
ラ
ン
キ
ン
グ
調
査
に
お
い
て
、
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
あ
り
が
た
い
評
価
は
、
先

進
地
と
し
て
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
、
多

く
の
視
察
を
受
け
入
れ
て
い
る「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」の
取
り
組
み
や
、

平
成
21
年
度
か
ら
の
自
治
会
制
度
改
革

を
は
じ
め
、
本
市
が
一
貫
し
て
推
進
し

て
き
た「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」の
成
果

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、
平
成
23
年
度
か
ら

の
10
年
間
を
計
画
期
間
と
し
、
将
来
都

市
像「
住
み
よ
さ
発
見　
市
民
都
市
か
す

が
」の
実
現
を
目
指
す
、「
第
５
次
春
日

市
総
合
計
画
」の
最
終
年
度
に
当
た
り
ま

す
。
10
年
間
の
集
大
成
と
し
て
、
引
き

続
き
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
積
み

重
ね
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」を
推
進

す
る
所
存
で
す
。

　井
いのうえ

上市長が、令和２年第１回市議会定例会（2月25日）において、市の基本方針や政策についての姿勢を示す施
政方針演説を行いました。
　施政方針演説の全文は、情報公開コーナー（市役所１階）や市民図書館、市ウェブサイトで見ることができます。
問い合わせ先　経営企画課企画担当　☎（５８４）１１１１㈹　F（５８４）１１４５　 1005365

令
和
２
年
度　
施
政
方
針
演
説（
要
約
）

施　 方針
令和2年度

政
〜一人一人を大切にする、持続可能なまちへ〜
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・
継 

「
広
域
型
」特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
の
整
備（
令
和
２
年
度（
令
和
３

年
２
月
）開
設
予
定
）

・
継 

「
地
域
密
着
型
」特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
整
備（
令
和
3
年
度
の

開
設
目
指
す
）

◎
新 
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
、

新
た
に
１
カ
所
設
置

 

・
新 

「
発
達
支
援
室
」の
令
和
３
年
度
開

設
準
備

◎
新 

大
和
保
育
所
の
建
て
替
え
に
よ
る

定
員
拡
大
と
名
称
変
更

・
新 「
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」設
置

・
新 

子
ど
も
の「
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
」予
防
接
種
の
定
期
接
種
化

・
継 

骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー
助
成
事
業

・
継 

地
区
公
民
館
大
規
模
改
修（
宝
町
地

区
・
大
和
町
地
区
）

 

・
継 「
第
３
次
春
日
市
環
境
基
本
計
画
」

の
策
定（
計
画
期
間
：
令
和
３
〜
12
年
）

・
継 

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設

 

・
新 

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
遠
隔
管
理
設
備

の
設
置

・
継 

自
治
会
の
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

に
対
す
る
補
助

・
新 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
・
交

付
窓
口（
市
役
所
２
階
）の
新
設

◎
新 

（
異
動
届
の
手
書
き
が
不
要
と
な

る
）異
動
受
付
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入

・
継 

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
校

の
拡
大

・
継 

小
学
校
校
舎
の
大
規
模
改
修
事
業

・
継 

春
日
南
中
学
校
校
舎
増
築
事
業

◎
新 

小
・
中
学
校
ト
イ
レ
の
改
修

◎
新 

温
水
プ
ー
ル
の
大
規
模
改
修

◎
継 

「
第
２
次
春
日
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」の
策
定（
計
画
期
間
：

令
和
３
〜
22
年
）

・
継 

市
営
住
宅
建
替
事
業
の
計
画
的
な

実
施

・
継 

那
珂
川
宇
美
線
下
白
水
西
工
区
お

よ
び
長
浜
太
宰
府
線
須
玖
北
工
区
の

整
備
促
進

・
継 

県
事
業「
西
鉄
天
神
大
牟
田
線
連
続

立
体
交
差
事
業
」、
市
事
業「
西
鉄
春

日
原
駅
周
辺
整
備
事
業
」の
推
進

・
新 

白
水
大
池
公
園
の
ち
び
っ
こ
広
場

と
園
路
の
改
修

・
継 

浸
水
被
害
対
策（
小
倉
第
１
雨
水
幹

線
の
雨
水
排
水
路
改
良
な
ど
）

・
新 

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入

・
新 「
春
日
市
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
計
画
」に
基
づ
い
た
、
公
共
施
設
の

長
寿
命
化
や
配
置
の
適
正
化

施　 方針
令和2年度

政 主要施策ピックアップ

令
和
２
年
度
の
取
り
組
み

施
政
方
針
で
述
べ
た
事
業
の
う
ち
、
新
た
な
取
り
組
み
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。 ※

新
：
新
規
事
業
、
継
：
継
続
事
業

※
◎
：
別
途
、
紹
介
記
事
あ
り

① 

豊
か
な
市
民
生
活

④ 

快
適
な
都
市
整
備

⑤ 

行
財
政
改
革
の
推
進

② 

安
心
な
健
康
福
祉

③ 

活
力
あ
ふ
れ
る
教
育
・

　 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

▲春日南中学校校舎完成イメージ図

05 市報かすが ｜ 令和2年5月1日



36

25

14

大和保育所の建て替えに
よる定員拡大と名称変更

異動受付支援
システムの導入

認
可
保
育
所
な
ど
へ
の
入
所
を
希
望
し
な
が

ら
入
所
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
待
機
児
童

の
解
消
が
、
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
４
１
０
人
の
認
可
保

育
所
の
定
員
拡
大
を
図
る
な
ど
、
対
策
を
行
い
ま

し
た
が
、
保
育
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の
増
加
が
、

こ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

さ
ら
な
る
入
所
定
員
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
市

が
指
定
し
た
公
私
連
携
保
育
法
人
が
、
大
和
保
育

所
の
建
て
替
え
を
行
い
、
令
和
２
年
度
か
ら
、
定

員
数
を
１
３
０
人
か
ら
１
９
５
人
に
増
や
し
、
名

称
を「
青
葉
や
ま
と
保
育
園
」に
変
更
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
待
機
児
童
の
解
消
を
図
り
、
子
育
て

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

市
は
、
年
間
の
転
出
・
転
入
者
数
の
合
計
が

約
１
万
４
０
０
０
人
と
、
県
内
の
他
市
町

村
と
比
較
し
て
も
多
く
、
特
に
３
〜
４
月
は
、
住

所
変
更
の
届
け
出
の
た
め
に
、
多
く
の
人
が
市
役

所
を
訪
れ
、
窓
口
が
大
変
混
雑
す
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
課
題
を
解
消
す
る
た
め
、
令
和
２
年
度
中

に
、
住
所
変
更
に
関
す
る
届
出
書
に
手
書
き
す
る

こ
と
な
く
、
手
続
き
す
る
こ
と
が
で
き
る「
異
動
受

付
支
援
シ
ス
テ
ム
」を
導
入
し
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
届
出
書
な
ど

の
書
類
記
入
の
負
担
軽
減
や
、
待
ち
時
間
の
短
縮

な
ど
、
さ
ら
な
る
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な

げ
ま
す
。

［こども未来課保育担当］

［市民課市民窓口担当］

東地域包括支援センター
の新設準備高

齢
化
の
進
行
に
対
応
す
る
た
め
、
高
齢
者

の
皆
さ
ん
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安

心
し
て
元
気
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
医
療
、
介
護
、
介
護
予
防
、
住
ま
い
お
よ
び

日
常
生
活
の
支
援
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
一
体
的

に
提
供
さ
れ
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
推

進
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
一
環
と
し
て
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
相

談
な
ど
に
応
じ
る
重
要
な
拠
点
で
あ
り
、
現
在
市

内
に
２
カ
所
あ
る「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」に

つ
い
て
、
令
和
３
年
４
月
に
１
カ
所
を
新
た
に
設

置
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
令
和
２
年
度
は
、
運
営

法
人
の
公
募
な
ど
必
要
な
準
備
を
進
め
ま
す
。

［高齢課指定指導担当・高齢者支援担当］
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第２次春日市
都市計画マスター
プランの策定

小・中学校トイレの
改修

6

5

4

快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
で
生
活
す
る
こ
と
は
、

市
民
共
通
の
願
い
で
す
。
ま
た
、
地
域
に

お
け
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
市
民
と
行

政
の
連
携
が
必
要
で
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、
令
和
元
年
度
に
引
き
続
き
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
や
、
将
来
的
に
到
来
す
る
人

口
減
少
社
会
の
課
題
に
立
ち
向
か
う
べ
く
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
参
考
に
、
今
後
20
年
間
の
市

が
目
指
す
都
市
計
画
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す「
第
２
次
春

日
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」の
策
定
を
進
め

ま
す
。

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
は
、
前
回
の
改
修
か
ら

長
期
間
経
過
し
て
お
り「
和
式
便
器
が
多

い
」、「
水
を
流
し
て
清
掃
す
る
湿
式
の
床
は
菌
が

繁
殖
し
や
す
い
」と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
ト
イ
レ
の
改
修
は
学
校
の
大
規
模

改
修
工
事
に
合
わ
せ
て
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
し

た
が
、
生
活
環
境
の
変
化
に
伴
う
洋
式
便
器
の
需

要
増
加
や
、
衛
生
面
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

大
規
模
改
修
工
事
の
時
期
を
待
た
ず
に
、
洋
式
ト

イ
レ
の
増
設
や
、
床
の
乾
式
化
を
行
い
、
ト
イ
レ

環
境
の
改
善
を
進
め
ま
す
。

［教務課施設計画担当］

温水プールの
大規模改修総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
の
温
水
プ
ー
ル

は
、
市
内
の
水
泳
活
動
の
拠
点
と
し
て
、

年
間
約
11
万
３
０
０
０
人（
平
成
30
年
度
）が
利
用

し
て
い
ま
す
。

　

開
館
か
ら
19
年
以
上
が
経
過
し
、
建
物
や
設
備

の
老
朽
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
課

題
を
解
決
し
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、

令
和
２
年
度
に
大
規
模
改
修
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

今
回
の
改
修
で
は
、
建
物
の
外
装
、
内
装
お
よ
び

機
械
・
電
気
設
備
の
更
新
な
ど
の
工
事
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
り
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
が
安
全
か

つ
快
適
に
利
用
で
き
る
施
設
と
な
る
よ
う
取
り
組

み
ま
す
。

［健康スポ—ツ課スポーツ担当］

［都市計画課計画担当］

施　 方針
令和2年度

政 主要事業ピックアップ
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　令和2年度の当初予算をお知らせします。今年度は、学校施設および温水プールの大規模改修事業などにより、教
育費を前年度より18.6％増額するとともに、幼児教育・保育無償化関係給付事業や障がい者関係給付事業といった、
全世代に対する社会保障にも力を注ぐ予算としました。

財政課財政担当　☎︎（584）1111㈹　F（584）1145

●一般会計予算　356億7,721万円（前年度比+7.0％）

●特別会計予算　218億1,060万円（前年度比−1.6％）
各事業の主な増減の理由は、次のとおりです。
●国民健康保険事業（前年度比+1.9％）：1人当たりの医療費の伸び
●後期高齢者医療事業（前年度比+0.9％）：被保険者数の増
●介護保険事業（前年度比−0.5％）：報酬改定などの影響による事業費の伸びの減
●筑紫地区介護認定審査会事業（前年度比+54.7％）：システム更新に伴う費用の増
●下水道事業（前年度比−14.3％）：雨水貯留施設工事費などの減

※市民1人当たりの予算額・残高（10、11ページ）は、令和2年2月末現在の人口（113,312人）をもとに算出しています。
　また、残高は全て令和2年度末の見込み額です。

※特別会計合計、全会計合計では、下水道事業会計の支出額を計上しています。

会計区分
予算額 対前年度比

令和2年度 平成31（令和元）年度 増減額 増減率

一般会計 356億7,721万円 333億3,432万円 23億4,289万円 7.0%

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険
事 業 特 別 会 計 98億3,571万円 96億5,115万円 1億8,456万円 1.9%

後期高齢者医療事業特別会計 14億4,597万円 14億3,271万円 1,326万円 0.9%

介護保険事業特別会計 69億5,078万円 69億8,263万円 ▲3,185万円 ▲0.5%
筑 紫 地 区 介 護 認 定
審 査 会 事 業 特 別 会 計 1億2,453万円 8,047万円 4,406万円 54.7%

下 水 道 事 業 会 計
（ 公 営 企 業 会 計 ）

収入　28億8,684万円 収入　35億9,734万円 ▲7億1,050万円 ▲19.8%

支出　34億5,361万円 支出　40億2,921万円 ▲5億7,560万円 ▲14.3%

特 別 会 計 合 計 218億1,060万円 221億7,617万円 ▲3億6,557万円 ▲1.6%

全 会 計 合 計 574億8,781万円 555億1,049万円 19億7,732万円 3.6%

■令和2年度当初予算 （▲マイナス）

令和2年度春日市当初予算
～社会保障の充実と公共施設などの老朽化対策に取り組む積極予算～

自主財源の要である市税は、給与所得などの増による個人市民税の増額、堅調な新築数を考慮した固
定資産税の増額を見込んでいます。実質的な地方交付税（地方交付税および臨時財政対策債の合計）
については、国の計画を加味した上で、増額を見込んでいます。

歳入

温水プールをはじめとする老朽化した公共施設の大規模改修事業などによる普通建設事業費の増、会
計年度任用職員制度開始に伴う人件費の増および幼児教育・保育無償化事業費をはじめとした扶助費
の増などにより、前年度比で増額となりました。

歳出

予算総額　574億8,781万円（前年度比＋3.6％）
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0 50 100 150 200 250 300 350 400
億円

平
成
31（
令
和
元
）年
度

令
和
２
年
度

その他の経費義務的経費
投資的
経費

扶助費
102億8,306万円　30.9％

扶助費
112億2,665万円　31.5％

物件費
56億4,399万円
16.9％

物件費
50億2,497万円
14.1％

その他
30億3,493万円
9.0％

その他
30億3,761万円

8.5％

人件費
38億8,357万円

11.7％

人件費
44億1,667万円

12.4％

公債費
28億5,451万円

8.0％

公債費
28億2,909万円

8.5％

普通建設事業費等
35億3,681万円
10.6％

普通建設事業費等
49億5,843万円
13.9％

補助費等
41億2,287万円
12.4％

補助費等
41億5,837万円
11.6％

0 50 100 150 200 250 300 350 400
億円

平
成
31（
令
和
元
）年
度

令
和
２
年
度

依存財源自主財源

市税
130億6,825万円　39.2％

市税
132億8,559万円　37.2％

国県支出金
87億3,725万円　26.2％

国県支出金
101億615万円　28.3％

地方譲与税など
23億5,148万円
7.0％

使用料・分担金など
25億1,393万円

7.5％

使用料・分担金など
19億5,192万円

5.5％

諸収入
10億6,161万円
3.0％

市債
27億9,880万円

7.8％

諸収入
5億8,522万円
1.8％

市債
20億9,420万円
6.3％

地方交付税
39億8,399万円

12.0％

地方交付税
39億9,686万円

11.2％

地方譲与税など
24億7,628万円

7.0％

　自主財源の柱である市税は2年連続の増収となり、実質的な地方交付税はほぼ横ばいの微増となる見込みです。な
お、建設事業に伴う市債は増収となる見込みです。

増減した主な財源（増減額）
国県支出金（+13億6,890万円）、市債（+7億460万円）、諸収入（+4億7,639万円）、市税（+2億1,734万円）、財産
収入（−1億2,612万円）、分担金および負担金（−3億3,214万円）

　義務的経費は、会計年度任用職員制度開始により人件費が増となり、幼児教育・保育無償化事業費をはじめとした
扶助費の増などにより15億212万円の増となりました。
　投資的経費は、小中学校大規模改修事業、若草市営住宅をはじめとした市営住宅建替事業、温水プール改修事業
などの計上により14億2,162万円の増となりました。

◆性質別

※「使用料・分担金など」は、分担金および負担金、使用料および手数料、財産収入、寄附金、繰入金、繰越金の合計です。
※「地方譲与税など」は、地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、地方消費税交付金、

自動車取得税交付金、環境性能割交付金、国有提供施設等所在市町村助成交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金の合計
です。

※「その他」は、維持補修費、積立金、投資および出資金、貸付金、繰出金、予備費の合計です。

一般会計　歳入

一般会計　歳出
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支出区分 目的 予算額 構成比 市民1人当たりの
予算額

民生費 子どもや障がい者、高齢者などの福祉のために 165億6,463万円 46.4% 14万6,186円

教育費 小・中学校の運営や、文化・スポーツの振興のために 50億1,378万円 14.1% 4万4,247円

土木費 道路や公園など都市基盤の整備のために 35億3,567万円 9.9% 3万1,203円

総務費 市の運営、戸籍、選挙などのために 33億2,242万円 9.3% 2万9,321円

公債費 借入金の返済のために 28億5,453万円 8.0% 2万5,192円

衛生費 健康づくりやごみ処理、リサイクルなどのために 24億8,129万円 6.9% 2万1,898円

消防費 市民の生命を守り、災害を防ぐために 11億6,007万円 3.3% 1万238円

商工費 商工業の振興、中小企業の育成のために 3億5,680万円 1.0% 3,149円

議会費 議会の運営などのために 2億7,186万円 0.8% 2,399円

農林水産業費 農業振興などのために  3,439万円 0.1% 303円

労働費 雇用拡大や失業対策などのために  3,207万円 0.1% 283円

その他 その他の支出や、緊急を要するときのために 4,970万円 0.1% 439円

 合計  356億7,721万円 100.0% 31万4,858円

◆目的別

◆一部事務組合・企業団などへの負担の状況

令和2年度に実施する主な事業（全会計）
▶引き続き進めるもの　
　小中学校施設大規模改修事業（5億3,887万円）、欽修市営住宅建替事業（4億811万円）、温水プール大規模改修
事業（4億8,796万円）、こども医療事業（3億9,221万円）、西鉄春日原駅周辺整備事業（3億3,409万円）、かすがふ
るさと応援寄附金推進事業（2億7,101万円）、市庁舎長寿命化事業（2億6,583万円）、地区公民館等大規模改修事業

（2億5,691万円）、須玖岡本遺跡整備事業（2億3,794万円）、長浜太宰府線整備事業（1億9,116万円）

▶新たに取り組むもの　
　小中学校トイレ改修事業（4億7,268万円）、直営保育所一園化事業（4,616万円）、発達支援室整備事業（2,268万円）

　本市が加入する一部事務組合への負担金と春日那珂川水道企業団への出資金などの状況は、下表のとおりです。
　車両更新による借り入れの償還開始による公債費の増に伴う春日・大野城・那珂川消防組合負担金の増などにより、
全体として7,026万円の増になりました。

区分 共同処理する事務 予算額 市民1人当たりの
予算額

春日大野城衛生施設組合 不燃ごみの処理 2億637万円 1,821円

春日・大野城・那珂川消防組合 消防・救急業務 10億1,450万円 8,953円

春日那珂川水道企業団 水道用水の供給 3,865万円 341円

筑慈苑施設組合 火葬場の運営 4,647万円 410円

福岡県自治振興組合 職員研修および公文書の保存など 145万円 13円

福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合 消防団員の公務災害補償事務 77万円 7円

筑紫自治振興組合 筑紫地区地域活動支援センターの管理運営など 206万円 18円

福岡都市圏南部環境事業組合 可燃ごみの処理 3億7,680万円 3,326円

福岡県後期高齢者医療広域連合 後期高齢者医療制度事務の一部 9億4,844万円 8,370円

合計 26億3,551万円 2万3,259円
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基金の見込み残高　  126億2,822万円

市民１人当たりの残高　　11万1,446円

　基金とは、家計に例えると預貯金に当たります。
　基金には、あらかじめ使い道を決めて積み立てる
もの（連続立体交差事業等整備基金など）と、大幅な
減収や災害など予期しない支出に備えて積み立てる
もの（財政調整基金）があります。
　令和2年度は、連続立体交差事業などの実施に使
うため、基金残高は減少する見込みです。

億円

年度

基金全体
うち財政調整基金

53
61

71 73 75
89
100

120
129

平成23 24 25 26 27 28 29 30 31
（令和元）

2
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27 25 24 29 29
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140

40

60

80

100

126

市債の見込み残高　  279億5,784万円

市民１人当たりの残高　　24万6,733円

　市債とは、家計に例えるとローンに当たるものです。
　公共施設などをつくるときに、その費用を一括して支払えない場合に、市債を発行し資金を借り入れることがありま
すが、これには、借り入れた資金を長期にわたって返済していくことで、将来利用する市民との費用負担を公平にす
る効果もあります。
　学校施設や温水プールをはじめとする公共施設の大規模改修事業などに伴い、新規の借り入れが増加し、令和2年
度末の残高は微増となる見込みです。残高の内訳を見ると、国の地方交付税の財源不足を補うための市債（臨時財政
対策債）の残高は減少していますが、市債残高全体に占める割合は、依然として50％を超える見通しです。

■基金残高の推移（決算ベース）

■新規借入額の推移（決算ベース）　 ■市債残高の推移（決算ベース）

※令和元・2年度は見込み額

※令和元・2年度は見込み額※令和元・2年度は見込み額

一般会計　基金（市の預貯金）の状況

一般会計　市債（市のローン）の状況
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人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
、
最
新
の
人
口
動

態
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
将
来
人
口
推
計
を
基
に
、
市
の
人
口
の

現
状
と
市
民
の
希
望
な
ど
を
踏
ま
え
た
将

来
展
望
を
示
し
た
も
の
で
す
。

●
人
口
の
将
来
展
望

●
総
人
口
の
減
少
と
少
子
高
齢
化
の
進
行

　

市
の
人
口
は
、
こ
れ
ま
で
増
加
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
後
は
減
少
す
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
少
子
化
・
超
高
齢
化
に

よ
る
人
口
構
造
の
変
化
は
避
け
る
こ
と
が

出
来
な
い
状
況
で
す
。

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
転
入
超
過
、
若
者
世

代
の
転
出
超
過

　

良
好
な
住
・
教
育
環
境
を
背
景
に
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
層
の
転
入
が
多
く
、
進
学
や
就

職
の
た
め
に
、
若
者
世
代（
20
歳
代
）の
大

都
市
圏
へ
の
転
出
が
多
い
状
況
で
す
。

概要を  　　紹介します

春日市
創生総合戦略

　市では、今後到来する人口減少社会に
的確に対応し、将来にわたって活力のある
地域社会を維持していくため、国や県の動
向、社会経済状況の変化、市民の新たな
ニーズ、市の現状や課題などを踏まえ、「第
２期春日市まち・ひと・しごと創生総合戦略」
を策定しました。

２
０
６
０
年
に
人
口

を
目
指
し
ま
す
！

10
万
人
の
維
持

　
こ
れ
ら
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
、
総
合
戦
略
で
は
３
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
、
地
方

創
生
の
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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若
い
世
代
の
結
婚
か
ら
子
育
て
ま

で
の
希
望
が
か
な
う
ま
ち
づ
く
り

●
目
標
の
位
置
づ
け

・
一
定
の
人
口
規
模
を
維
持
す
る
上
で
出

生
数
の
増
加
が
不
可
欠

・
経
済
的
な
負
担
な
ど
「
子
ど
も
を
持
ち

た
い
」
と
い
う
希
望
の
阻
害
要
因
を
可

能
な
限
り
取
り
除
く

・
結
婚
か
ら
子
育
て
に
関
す
る
若
い
世
代

の
希
望
が
か
な
え
ら
れ
る
環
境
の
整
備

に
取
り
組
む

●
指
針

①
子
育
て
支
援
施
策
の
充
実

　

・
保
育
な
ど
子
育
て
支
援
の
質
・
量
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
多
様
な
子
育
て

支
援
の
充
実

　
・
子
育
て
の
経
済
的
負
担
軽
減

　
・
支
援
を
要
す
る
子
ど
も
や
家
庭
へ
の
子

育
て
支
援

②
妊
娠
・
出
産
支
援

　

・
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
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で
切
れ
目

の
な
い
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援

　
・
不
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悩
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夫
婦
へ
の
支
援

③
働
き
方
改
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と
家
族
・
家
庭
の
役
割
な
ど

に
関
す
る
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啓
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・
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
実
現

　
・
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
構
築
の
た
め
の
情
報

提
供
な
ど

九
州
で
最
も
住
み
や
す
い
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り

●
目
標
の
位
置
づ
け

・
人
口
の
集
積
は
良
好
な
住
環
境
を
形
成

し
、
人
を
呼
び
込
む
好
循
環
を
生
み
出
す

・
一
定
の
流
入
人
口
を
確
保
す
る
た
め
、
都

市
機
能
・
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取

り
組
み
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す

●
指
針

①
商
工
業
の
振
興

　
・
創
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進

②
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鉄
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備
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教
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の
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・
き
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地
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ィ
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ー
設
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の
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充
と
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の
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備

④
安
全
・
安
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な
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り

　
・
地
域
防
犯
活
動
の
強
化

　
・
地
域
防
災
体
制
の
整
備

⑤
生
活
環
境
の
保
全

　
・
空
き
地
、
空
き
家
の
対
策

⑥
ま
ち
の
魅
力
Ｐ
Ｒ

　
・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

⑦
地
域
人
材
の
育
成
、
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー

ン
の
促
進

　
・
高
校
生
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
支
援

超
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
に
対
応

し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

●
目
標
の
位
置
づ
け

・
高
齢
化
な
ど
人
口
構
造
の
変
化
は
、
社

会
保
障
制
度
の
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持
が
困
難
と
な
る
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

・
こ
れ
ま
で
以
上
に
協
働
の
ま
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づ
く
り

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
効
果
的
・
効

率
的
な
行
財
政
運
営
に
取
り
組
む

●
指
針

①
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

・
自
治
会
活
動
の
充
実
、
自
治
会
加
入

の
促
進

　
・
地
域
活
動
の
拠
点
整
備

②
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
実
現

　
・
介
護
予
防
の
推
進

　
・
健
康
づ
く
り
活
動
の
推
進

③
都
市
の
再
構
築

　
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

④
行
財
政
改
革
の
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財
政
の
健
全
化
の
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持

　
・
圏
域
・
広
域
行
政
の
推
進

概要を  　　紹介します

第2期
まち・ひと・しごと

問
い
合
わ
せ
先　
経
営
企
画
課
企
画
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
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０
４
９
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基
本
目
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1

  

基
本
目
標

2

  

基
本
目
標

3

市の総合戦略
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問い合わせ先  福祉支援課地域福祉担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1142　  1001102

地域で活躍する民生委員・児童委員
知っていますか　あなたのまちの相談相手

　5月12日は、民生委員・児童委員の日です。市でも、
例年5月中旬〜下旬にかけて、高齢者などの家庭への
訪問やPR活動などで友愛訪問活動を行っています。
　悩みごとがあれば、１人で悩まずに相談してください。
民生委員・児童委員には守秘義務があります。相談内
容の秘密は守ります。

○民生委員・児童委員とは
　　厚生労働大臣に委嘱されたボランティアです。地

域に暮らす身近な相談相手として、地域住民からの
生活上の心配ごとや困りごと、医療や介護、子育て
の不安などの相談に応じています。そしてその課題
を解決できるよう、必要な支援への「つなぎ役」にな
ります。

　　また、子どもや子育てに関する支援を専門に担当
する主任児童委員がいます。

○こんな悩みを相談できます
　 ▽独り暮らしで不安がある
　 ▽家族の介護が大変でなんとかしたい
　 ▽収入が減って生活が苦しい
　 ▽子育てのことで相談できる人がいない

○民生委員・主任児童委員名簿
　担当区域など、詳しくは問い合わせてください。
　市ウェブサイトにも掲載しています。

春日中地区
地　区 氏　名
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川 寿
ひ さ こ

子
岡
お か も と

本 玲
れ い こ

子
春日東中地区

地　区 氏　名

千歳町
永
な が お さ

翁 禧
き よ こ

代子
選考中

長
な が お か

岡 日
ひ で お

出生

光町 伊
い と う

藤 早
さ ゆ り

百合
田
た な か

中 節
せ つ こ

子

光町 松
ま つ お

尾 志
し ろ う

郎

大谷
尾

お み

身 勝
か つ じ

治
滝
た き が わ

川 香
か な

名
山
や ま さ き

﨑 雅
ま さ こ

子

小倉東 葊
ひ ろ お か

岡 順
じ ゅ ん こ

子
松
ま つ も と

本 三
み え こ

枝子

宝町 田
た し ろ

代 蔀
しとみ

八
や え つ

重津 節
せ つ こ

子

ちくし台
綾
あ や べ

部 博
ひ ろ ふ み

文
川
か わ な み

浪 眞
ま ゆ み

由美
米
よ ね か わ

川 節
せ つ こ

子
大和町 選考中（2人）

若葉台東 元
も と き

木 由
ゆ き こ

紀子
瀬
せ わ き

脇 敏
と し あ き

秋

若葉台西
西
に し む ら

村 英
ひ で き

樹
加
か と う

藤 孝
た か の り

典
塚
つ か も と

本 禎
さ だ よ し

幸

主任児童委員 洲
す ざ き

﨑 ゆかり
𫝆
い ま む ら

村 美
み さ こ

佐子
春日西中地区

地　区 氏　名

泉 森
も り

 肇
はじめ

吉
よ し だ

田 美
み よ こ

代子

上白水

佐
さ と う

藤 タカ子
こ

選考中

兒
こ じ ま

島 牧
ま き お

夫
小
こ ざ き

﨑 英
え い こ

子

白水ヶ丘 川
か わ ば た

畑 純
す み こ

子
讃
さ ぬ い

井 紀
き し こ

志子

下白水北
吉
よ し だ

田 章
し ょ う こ

子
岳
た け

 裕
ひ ろ こ

子
石
い し ば し

橋 壯
そ う じ

児

下白水南
橋
は し だ

田 洋
よ う こ

子
手
て し ま

島 恵
え み

美
糸
い と や ま

山 正
ま さ こ

子

主任児童委員 中
な か む ら

村 芳
よ し み

美
宮
み や ざ き

﨑 かおる
春日南中地区

地　区 氏　名

塚原台 中
な か が わ

川 由
ゆ み こ

美子
岡
お か

 美
み え

惠

惣利
野
の ぐ ち

口 京
き ょ う こ

子
矢
や ご し

越 邦
く に こ

子
坂
さ か も と

本 登
と し こ

志子

大土居 江
え ぐ ち

口 恭
き ょ う こ

子
松
ま つ も と

本 裕
ゆ う こ

子

白水池 選考中
藤
ふ じ わ ら

原 正
ま さ ひ ろ

博

天神山

吉
よ し だ

田 勝
か つ よ

代
縄
な わ た

田 美
み ち こ

千子
福
ふ く も と

元 千
ち づ る

鶴
山
や ま ざ き

﨑 八
や え こ

重子

松ヶ丘 松
ま つ む ら

村 貞
さ だ と し

俊
山
や ま な か

中 良
よ し つ ぎ

次

松ヶ丘 陸
む つ か ど

門 錠
じ ょ う じ

二
選考中

紅葉ヶ丘

濱
は ま だ

田 美
み つ え

津江
宮
み や は ら

原 和
か ず こ

子
新
し ん か わ

川 元
も と よ し

良
池
い け だ

田 健
け ん い ち

市
森
も り

 久
く み こ

美子

主任児童委員 井
い の う え

上 真
ま ゆ み

由美
塚
つ か も と

本 あけみ
春日野中地区

地　区 氏　名

春日
西
に し む ら

村 豊
ゆたか

野
の だ

田 さゆり
齊
さ い と う

藤 たみ子
こ

春日公園

村
む ら か み

上 佳
よ し こ

子
鈴
す ず き

木 加
か よ こ

代子
梅
う め だ

田 教
の り お

雄
前
ま え だ

田 佳
よ し え

江

春日原

戸
と ざ わ

澤 ちづ代
よ

玉
た ま え

江 禎
よ し あ き

彬
宮
み や も と

本 早
さ な え

苗
梅
う め ざ き

﨑 嘉
よ し こ

子

春日原南 山
や ま し た

下 俊
と し は る

治
秋
あ き や ま

山 邦
く に と

登

平田台
光
み つ た け

武 信
の ぶ ま さ

昌
石
い し は ら

原 由
ゆ み こ

美子
林
はやし

 明
あ き お

男

春日市民生委員・児童委員一覧（令和2年5月1日現在）

主任児童委員 坂
さ か い

井 満
ま り こ

里子
竹
た け の う ち

之内 美
み つ こ

津子
春日北中地区

地　区 氏　名

岡本
有
あ り よ し

吉 友
と も お

雄
川
か わ じ り

尻 清
き よ す け

介
森
も り や ま

山 洋
よ う じ

治

桜ヶ丘

山
や ま さ き

﨑 淑
よ し こ

子
松
ま つ お

尾 清
き よ の り

則
長
な が さ わ

澤 元
も と こ

子
西
に し ほ り

堀 玲
れ い こ

子
比

ひ が

嘉 景
け い こ

子

須玖北

山
や ま う ち

内 紀
の り こ

子
稲
い ね な が

永 寿
じ ゅ い ち

一
田
た な か

中 栄
え い こ

子
森
も り

 英
ひ で と し

敏
梅
う め ざ き

﨑 孝
た か ひ こ

彦

日の出町
三
み う ら

浦 靖
や す た か

隆
木
き む ら

村 幸
さ ち こ

子
選考中

サン・ビオ 下
し も は ら

原 壽
す み え

惠
選考中

主任児童委員 中
な か む ら

村 一
か ず と

登
原
は ら だ

田 美
み さ こ

佐子

▲民生委員・児童委員が
　携帯しているPRカード
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問い合わせ先  健康スポーツ課健康づくり担当
☎️（501）1134　F（501）0051

健康に自信のある人もない人も
市民健診を受けましょう

　いつまでも健康で元気に暮らしていくためには、定
期的な体のメンテナンスが必要です。「あの時健診を
受けていれば…」と後悔することがないように、この機
会にぜひ健診を受けましょう。

受診方法　いきいきプラザで受診する「集団健診」と医
療機関に行って受診する「個別健診」があります。

▽個別健診（6月15日㈪〜令和3年2月28日㈰）
　　個別健診を希望する人は、必要書類を個別に送付

するので、健康スポーツ課健康づくり担当に連絡し
てください。同封している書類に記載してある実施
医療機関に事前に予約してから受診してください。

※後期高齢者医療保険加入者は、後期高齢者健康診
査受診票が5月初旬に送付されます。後期高齢者健
康診査受診票が届いてから令和3年3月31日㈬まで
に受診してください。

▽集団健診（8月4日㈫〜令和3年1月28日㈭）
　　対象者宛てに、6月中に「市民健康診査のご案内」

を送付します。案内通知で集団健診日程を確認して
ください。

　案内通知送付対象者　次のいずれかに該当する人

　 ・市国民健康保険に加入している40〜74歳

　 ・過去2年以内に市民健康診査を受診している
　※送付対象になっていない人で、健康診査の受診を

　希望する人は健康スポーツ課健康づくり担当に連
　絡してください。

※後期高齢者医療保険加入者の健康診査全般につい
ては下記に問い合わせてください。

　県後期高齢者医療広域連合お問い合わせセンター
　☎（651）3111　F（651）3901

今の健康と未来の健康を守るために…

もし検査値で異常値を指摘されたら…

健診を受けないその理由・本当に大丈夫！？

改善に向け、保健指導を受けましょう。

　治療のための検査とは項目が異なることがあり
ます。健康維持のために、健診も積極的に利用し
ましょう。

　無理のない範囲で、数値を正常に戻すお手伝い。そ
れが「保健指導」です。
　あなたの生活スタイルに合わせて、健康改善のプロ
である保健師・管理栄養士などがあなたの体を健康に
するための助言をします。

　気付いた時には、取り返しのつかない状態にな
ることもあります。早期に発見することが大切で
す。

　病気の進行に気付かず、通院や入院が必要にな
ったら、かかる時間とお金は、健診の比ではあり
ません。

　去年の検査値が正常の範囲でも、毎年の変化
を見ると、徐々に異常値に近づいているかもしれ
ません。健診は毎年受けましょう。

定期的に通院しているし、
検査も受けているから大丈夫！

具合が悪くなったときに、
病院にかかるから大丈夫！

忙しくて時間が取れない。

毎年受けなくても、去年受けたから大丈夫！

▲いきいきプラザで受診する際の検診車

新型コロナウイルス感染症の影響により、案内通知
発送の遅延や健診が中止になる可能性があります。
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問い合わせ先  地域づくり課商工農政担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1153　  1005325

10月から始まります
国勢調査

問い合わせ先  環境課ごみ減量担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1147　  1005569

問い合わせ先  国保医療課国保担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1141

新型コロナウイルスに関する
ごみの出し方に協力を

忘れていませんか
所得の申告

　国勢調査は、日本に住む全ての人と世帯が対象
で、全国一斉に行われます。大正9年の調査から5
年ごとに実施され、今回で100年目になります。
　「世帯員の数」、「男女の別」、「就業状態」、「住居
の種類」などの19項目について調査します。
　調査結果は、国や地方公共団体における各種行
政施策の策定・推進のためだけでなく、民間企業
や各種団体、大学、研究所などでも幅広く活用さ
れています。
※国勢調査に従事する調査員を引き続き募集して

います。詳しくは問い合わせてください。

　家庭などで使用したマスクやティッシュを捨てると
きは、次のように出してください。皆さんが新型コ
ロナウイルスへ感染することを予防し、また、収集
作業員の感染リスクを減らし、ごみの収集を安全に
継続していくため、協力をお願いします。

▽使用したマスクなどに直接触れないように、ごみ
箱にあらかじめビニール袋などをかぶせておき、
そのビニール袋で包んで捨てる

▽収集するときに中身が出ないように、ごみ袋の口
をしっかり結んで捨てる

▽マスクなどを直接触ったり、ごみ出しをしたりした
後は手を洗う

　国民健康保険加入者は、所得の有無に関わらず、
全員前年中の所得を申告する必要があります。
　申告が必要な人がいる世帯には、申告書を郵送
しますので、速やかに提出してください。
　ただし、次に該当する場合は、申告の必要はあり
ません。
▷すでに確定申告を行った場合

▽扶養親族として家族の申告書に記載がある場合

▽収入の種類が老齢年金のみの場合
※収入の種類が遺族年金または障害年金の場合

は、申告が必要です。
　なお、所得の把握ができない人がいる世帯は、
次の取り扱いとなりますので注意してください。

▽国民健康保険税の軽減がかかる世帯においても、
軽減判定が受けられません。

▽１カ月の医療費が高額になった場合の自己負担限
度額が最高額となります。

応募・問い合わせ先  都市計画課計画担当（〒816ｰ8501春日市
役所）
☎️（584）1111㈹　F（584）1143　  1005119

再公募します
市都市計画審議会委員募集

活動内容　会議への出席、議案の調査・審議
対象　6月1日時点の年齢が20歳以上の人（市の他

の付属機関の委員になっている人を除く）
任期　7月1日〜令和6年6月30日（4年間）
報酬　会議出席1回当たり6,500円（別途、費用弁

償として1,000円支給）
募集人数　4人
選考方法　書類審査
※必要に応じて、面接審査を行う場合もあります。
応募方法　5月1日㈮〜29日㈮（消印有効）に、郵

送か窓口で応募申込書と小論文（課題：春日市が
今後推進すべき春日市らしい都市政策とは、
1,200字程度、A4判サイズ）を提出する

※応募用紙は、総合案内（市役所1階）、都市計画
課窓口（市役所3階）、市ウェブサイトから入手で
きます。
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春日地区交通安全協会

ランドセルカバー贈呈式

新型コロナウイルス感染拡大防止に向けて連携強化

知事と5市町長ウェブ会議

　4月3日、春日地区交通安全協会から、約1,100
枚のランドセルカバーが寄贈されました。
　まだ通学に慣れない新1年生が、通学時に周囲
の人の目に留まりやすいよう、目立つ黄色のカバ
ーです。
　同協会は、児童の交通安全を願い、毎年4月に、
市内小学校に入学した新1年生へランドセルカバー
を贈呈しています。

　4月4日、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、
自治体間の連携を深めようと県と2政令市（福岡市、
北九州市）、久留米市、市長会、町村会による緊
急ウェブ会議が開催されました。　　　
　県市長会長として出席した井

い の う え

上市長は「県知事の
要請に基づき、各市を通じて不要不急の外出や福
祉施設・病院への訪問自粛などを呼び掛けていき
ます」と県に協力を約束しました。

▲左から扇
おおぎ

教育長、同協会歌
う た の は ら

野原支部長、廣
ひろおか

岡副支部長

▲ウェブ会議の参加者と協議する井上市長

春の陽気のもとで新入生を歓迎

市内全小学校で入学手続き

市民の憩いの場に

「ふれあいショップはるひ」オープン

　4月10日、市内12小学校で、入学式に代わる入
学手続きを行いました。白水小学校では、新入生
66人が個別に保護者と一緒に学校を訪れ、屋外で
距離を取りながら、クラスを確認したり、担任の先
生とあいさつしたりしました。
　赤いランドセルを背負って登校した1年2組の
日
ひ だ か

高杏
あ ん り

浬さんは「学校が始まったら、算数を頑張り
たい」と、はにかみながら話してくれました。

　4月1日、市役所大会議棟1階（旧食堂「チャット」
跡）に、新たに売店がオープンしました。社会福祉
法人宰府福祉会障害者就労支援センター「ゆり工
房」が運営する売店「ふれあいショップはるひ」は、
障がい者の就労支援の場であり、収益は同法人の
運営に充てられます。
　手作りパンや焼き菓子、おいしいコーヒーなど、
品ぞろえは豊富です。ぜひ利用してください。

▲新型コロナウイルス感染拡大防止のため、屋外で実施

▲現在、併設されているフリースペースは利用できません
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９
時
15
分
〜
正
午（
受
付
：

午
前
９
時
〜
）

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
屋

外
競
技
場

費
用　
１
人
１
０
０
円（
当
日
支
払

い
、
損
害
保
険
加
入
を
含
む
）

申
込
方
法　
５
月
20
日
㈬（
必
着
）ま

で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会　
西に

し
じ
ま島

☎
０
８
０（
１
７
９
３
）３
９
４
７

F（
４
０
２
）４
５
１
１

ヒ
ミ
ツ
の
特
訓

走
り
方
教
室

参
加
者
募
集

対
象　
３
歳
〜
小
学
３
年
生（
申
込

時
点
）

日
時　
５
月
９
日
㈯

▽
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▽
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
サ

ブ
ア
リ
ー
ナ

定
員　
各
コ
ー
ス
20
人（
申
込
先
着
順
）

費
用　
１
５
０
０
円

持
っ
て
く
る
も
の　
運
動
が
で
き
る

服
、
上
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込
方
法　
前
日
ま
で
に
、
電
話
で

希
望
時
間
、
氏
名
、
連
絡
先
を
伝

え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
館

☎（
５
７
１
）３
２
３
４

F（
５
８
５
）１
６
３
４

参
加
し
ま
せ
ん
か

市
卓
球
協
会
主
催

ふ
れ
あ
い
卓
球
大
会

対
象　
市
に
居
住
す
る
小
学
生
以
上

の
人

日
時　
６
月
７
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時（
受
付
：

午
前
９
時
30
分
〜
）

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
卓

球
場
１

参
加
費　
１
人
３
０
０
円（
当
日
支

払
い
）

持
っ
て
く
る
も
の　
運
動
が
で
き
る

服
、
上
靴
、
ラ
ケ
ッ
ト
、
昼
食
、

飲
み
物
、
ゼ
ッ
ケ
ン

申
込
方
法　
５
月
22
日
㈮（
必
着
）ま

で
に
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
郵
送

す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
卓
球
協

会　
田た

な
か中
伸の

ぶ
ゆ
き幸（
〒
816
－
０
８
０

　
５
千
歳
町
１
－
１
－
１
－
７
０
５
）

☎
０
８
０（
５
２
４
９
）９
０
８
９

参
加
し
ま
せ
ん
か

第
７
回
春
日
弥
生
の
里

レ
デ
ィ
ー
ス
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

対
象　
市
ま
た
は
市
近
郊
に
居
住
す

る
女
性

日
時　
６
月
18
日
㈭

　
午
前
９
時
15
分
〜（
受
付
：
午
前

９
時
〜
）

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
メ

イ
ン
ア
リ
ー
ナ

種
目（
団
体
戦
）　
Ａ
級
、
Ｂ
級
、
Ｃ

級
、
Ｄ
級
、
シ
ニ
ア

定
員　
50
チ
ー
ム（
申
込
先
着
順
）

※
試
合
は
、
１
チ
ー
ム
６
〜
７
人
の

人
数
構
成
で
、
３
ダ
ブ
ル
ス
の
団

体
戦
で
す
。

参
加
費　
１
チ
ー
ム
８
０
０
０
円

申
込
方
法　
５
月
22
日
㈮（
必
着
）ま

で
に
、
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
郵
送
す
る

※
申
込
用
紙
は
市
体
育
協
会
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト（http://kasuga-taiky

　

o.com

）か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
協
会　
畑は

た
い井
康や

す
こ子（
〒
816

－
０
８
０
６
光
町
３
－
３
－
７
）

☎
０
９
０（
２
８
５
５
）３
６
５
２

海
の
ご
み
を
減
ら
そ
う
！

　
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
さ
れ
た

ご
み
の
一
部
が
川
や
側
溝
な
ど
を

通
り
、
海
に
流
れ
出
て「
海
の
ご

み
」と
な
っ
て
い
ま
す
。
海
の
ご

み
が
増
え
る
こ
と
で
、
景
観
が
悪

く
な
る
だ
け
で
な
く
、
海
洋
生
物

へ
の
悪
影
響
も
出
て
い
る
こ
と
か

ら
、
世
界
的
に
も
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

　
海
の
ご
み
の
70
％
は
、
陸
か
ら

出
た
ご
み
で
す
。
海
に
面
し
て
い

な
い
春
日
市
に
と
っ
て
も
、
他
人

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ポ
イ
捨
て

な
ど
を
絶
対
に
し
な
い
こ
と
や
、

地
域
の
清
掃
活
動
に
参
加
し
て
ま

ち
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
で
、
海

の
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
に
貢
献
で

き
ま
す
。
ま
た
、
普
段
の
生
活
の

中
で「
使
い
捨
て
」の
習
慣
を
見
直

し
、
ご
み
を
出
さ
な
い
工
夫
を
し

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ご
み
減

量
担
当
・
環
境
保
全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
７

１
０
０
１
１
７
８
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け
が
の
予
防
に

適
切
な
処
置
を
学
ぶ

テ
ー
ピ
ン
グ
講
習
会

対
象　
市
に
居
住
す
る
人
ま
た
は
ス

ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
各
団
体
の
指
導

者
・
保
護
者

※
で
き
る
だ
け
２
人
１
組
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
30
日
㈯

　
午
前
９
時
〜
正
午

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
会

議
室
１・２・３

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
タ

オ
ル
、
飲
み
も
の

※
膝
ま
で
出
せ
る
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い（
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
不
可
）。

申
込
方
法　
５
月
15
日
㈮（
必
着
）ま

で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
事
務
局　
浦う

ら
た田

☎
０
８
０（
４
２
８
０
）３
６
４
４

F（
５
５
８
）０
２
９
４

子
育
て  Parenting

夫
婦
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

こ
れ
か
ら
の
出
産
や
育
児

パ
パ
マ
マ
教
室

対
象　
妊
娠
経
過
が
順
調
で
、
教
室

当
日
に
お
お
む
ね
妊
娠
６
〜
８
カ

月
の
市
に
居
住
す
る
妊
婦
と
そ

の
パ
ー
ト
ナ
ー

※
子
ど
も
と
一
緒
に
は
参
加
で
き
ま

せ
ん
。

日
時　
５
月
23
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
視
聴

覚
室

内
容　
講
話「
お
産
後
の
心
構
え
」、

育
児
体
験
・
妊
婦
体
験

定
員　
18
組（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　
５
月
１
日
㈮
の
午
前
８

時
30
分
〜
15
日
㈮
の
午
後
５
時
に
、

電
話
で
妊
婦
の
氏
名
、
生
年
月
日
、

出
産
予
定
日
、
電
話
番
号
を
伝
え

る
か
、
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支

援
課
母
子
保
健
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
５

市
に
居
住
し
て
い
る
妊
婦
対
象

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス

参
加
者
募
集

　
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
と
お
菓
子
を
用
意

し
て
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
待
っ
て
い

ま
す
。

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象　
市
に
居
住
す
る
妊
婦（
パ
ー

ト
ナ
ー
も
参
加
可
）

日
時　
５
月
25
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
１
階
多
目

的
室

内
容

▽
午
前
10
時
〜
：
絵
本
の
読
み
聞

か
せ

▽
午
前
10
時
15
分
〜
：
テ
ィ
ー
タ

イ
ム

▽
午
前
11
時
〜
：
Ｊジ

ャ

フ
Ａ
Ｆ（
日
本
自

動
車
連
盟
）に
よ
る
講
話「
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
選
び
方
」

参
加
費　
１
０
０
円

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　
５
月
１
日
㈮
の
午
前
８

時
30
分
〜
21
日
㈭
の
午
後
５
時
に
、

電
話
で
氏
名
、
生
年
月
日
、
出
産

予
定
日
、
電
話
番
号
を
伝
え
る
か
、

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支

援
課
母
子
保
健
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
５

子
育
て
中
の
女
性
対
象

女
性
就
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
応
じ
る

無
料
相
談

　
就
業
相
談
や
就
職
や
仕
事
に
役
立

つ
セ
ミ
ナ
ー
を
案
内
し
ま
す
。

▽
日
時　
毎
月
第
２
水
曜
日

　
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
場
所
・
申
込
先　
大
野
城
市
男
女

平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
ア
ス
カ
ー

ラ（
大
野
城
市
曙
町
２
－
３
－

１
ま
ど
か
ぴ
あ
内
）

　
　
☎（
５
８
６
）４
０
３
５

▽
日
時　
毎
月
第
４
水
曜
日

　
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
場
所
・
申
込
先　
県
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
あ
す
ば
る（
原
町

３
－
１
－
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
内
）

　
　
☎（
５
８
４
）１
２
６
６

申
込
方
法　
開
催
日
の
２
日
前
ま
で

に
、
各
開
催
場
所
に
電
話
で
申
し

込
む

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
女
性
就
職

支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
７
３
５
）６
１
５
０

F（
７
１
２
）０
４
９
７

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
取
り
付
け
方
を
教
え
ま
す

講
習
会
参
加
者
募
集（
無
料
）

　
Ｊジ

ャ

フ
Ａ
Ｆ（
日
本
自
動
車
連
盟
）の
講

師
が
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
が
正
し

く
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
か
確
認
し

ま
す
。
ま
た
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

選
び
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

対
象　
市
に
居
住
し
、
当
日
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
取
り
付
け
た
車
で

来
場
で
き
る
人

日
時　
５
月
25
日
㈪ 

　
午
後
１
時
〜
４
時（
１
台
当
た
り

30
分
程
度
）

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
正
面
駐

車
場

定
員　
12
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
５
月
１
日
㈮
〜
22
日
㈮

に
、
電
話
で
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、車
種
と
車
の
色
、チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
メ
ー
カ
ー
名
、

子
ど
も
の
年
齢
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支

援
課
母
子
保
健
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
５

F（
５
０
１
）０
０
５
１
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健
康  Health

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

管
理
栄
養
士
が
応
じ
る

電
話
に
よ
る
栄
養
相
談（
無
料
）

　
離
乳
食
や
子
ど
も
の
偏
食
、
生
活

習
慣
病
予
防
や
高
齢
者
の
食
事
に
関

す
る
相
談
に
随
時
応
じ
て
い
ま
す
。

日
時　
月
〜
金
曜
日（
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ
ー
ツ
課

健
康
づ
く
り
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

福
祉  W

elfare

協
力
し
て
く
だ
さ
い

市
献
血
推
進
協
議
会

４
０
０
㎖
全
血
献
血

　
治
療
に
必
要
な
血
液
は
、
全
て
献

血
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
血
液
は

長
期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
血
液
を
必
要
と
す

る
患
者
さ
ん
に
安
定
し
て
血
液
を
届

け
る
た
め
、
献
血
へ
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
お
、
年
齢
や
体
重
な
ど
、
献
血

に
は
一
定
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。

日
時　
５
月
15
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
、
午

後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

持
っ
て
く
る
も
の　

献
血
カ
ー
ド

（
手
帳
）

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
、本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運

転
免
許
証
な
ど
）が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
献
血
推
進
協
議

会（
市
福
祉
支
援
課
内
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
２

戦
没
者
な
ど
の

遺
族
の
皆
さ
ん
へ

特
別
弔
慰
金
支
給

　
戦
後
75
周
年
に
当
た
り
、
国
は
、

戦
没
者
な
ど
に
対
し
て
あ
ら
た
め
て

弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
遺
族
に

特
別
弔
慰
金（
記
名
国
債
）を
支
給
し

ま
す
。

　
請
求
書
な
ど
は
、
受
付
窓
口
に
置

い
て
い
ま
す
。
印
鑑
、
戸
籍
書
類
な

ど
も
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の

遺
族
で
、
４
月
１
日（
基
準
日
）に
、

「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」や

「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
遺
族
年
金
」な
ど
を
受

け
て
い
る
人
が
遺
族
の
中
に
い
な

い
場
合
に
、
次
の
順
で
支
給（
１

人
の
み
）

①
４
月
１
日
ま
で
に
、
法
に
よ
る
弔

慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

②
戦
没
者
な
ど
の
子

③
戦
没
者
な
ど
の
父
母
、
孫
、
祖
父

母
、
兄
弟
姉
妹

　
※
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
、
生

計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
な

ど
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か

ど
う
か
で
、
順
番
が
入
れ
替
わ

り
ま
す
。

④ 

①
か
ら
③
以
外
の
戦
没
者
な
ど

の
三
親
等
内
の
親
族（
お
い
、
め

い
な
ど
）

　
※
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
ま
で
、

引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た
人
に
限
り

ま
す
。

支
給
内
容　
額
面
25
万
円
の
記
名
国

債
を
、
令
和
３
年
か
ら
５
年
間
に

わ
た
り
、
毎
年
５
万
円
ず
つ
償
還

請
求
期
限　
令
和
５
年
３
月
31
日

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
体
調
に
不
安
の
あ

る
人
は
状
況
が
落
ち
着
い
て
か
ら

の
手
続
き
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

請
求
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
支
援

課
地
域
福
祉
担
当

☎（
５
５
８
）１
２
２
４

F（
５
８
４
）１
１
４
２

簡
単
な
家
事
支
援
を
行
う

ま
ご
こ
ろ
訪
問
事
業

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座（
無
料
）

　
生
活
機
能
の
低
下
に
よ
り
、
日
常

生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
を
支
援
す
る
、

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
で

す
。

日
程　
６
月
12
日
・
19
日
・
26
日
の

金
曜
日（
別
途
実
習
あ
り
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時

30
分

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

大
会
議
室

内
容　
高
齢
者
と
の
接
し
方
や
基
本

的
な
生
活
援
助
な
ど

定
員　
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
窓

口
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
課
高

齢
者
支
援
担
当

☎（
５
５
８
）１
２
０
５

F（
５
８
４
）３
０
９
０

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
相
談
無
料
）

相
談
日　
毎
週
月
〜
金
曜
日

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
15

分
、
午
後
1
時
〜
4
時

☎（
５
８
４
）１
１
５
５

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
連
し
た
詐
欺
な
ど
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

事
例
１　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
流
行
の
影
響
で
金
の
相
場
が

上
が
る
。
金
を
買
う
権
利
を
申

し
込
ん
だ
方
が
い
い
」と
勧
誘

さ
れ
た
。

事
例
２　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
、
行

政
の
委
託
で
家
の
消
毒
に
回
っ

て
い
る
。
感
染
防
止
の
資
料
を

持
参
し
た
い
」と
電
話
が
掛
か

っ
て
き
た
。

ひ
と
こ
と
助
言

　
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に

は
、
根
拠
の
な
い
う
わ
さ
や
突
然

の
勧
誘
を
安
易
に
信
じ
な
い
こ
と

が
大
切
で
す
。
発
信
元
が
分
か
る

情
報
を
も
と
に
、
冷
静
に
行
動
し

ま
し
ょ
う
。

あ
ん
あ
ん
つ
う
し
ん

安
安
通
信

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

冷
静
な
対
応
を
！

全

心
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県
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

一
人
親
家
庭
の
た
め
の

講
習
会

対
象　
一
人
親
家
庭
の
母
、
父
ま
た

は
か
つ
て
母
子
家
庭
だ
っ
た
寡
婦

で
、
求
職
や
転
職
を
希
望
し
、
パ

ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
可
能
な
人

※
講
習
会
の
全
日
程
に
出
席
し
、
終

了
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
パ
ソ
コ
ン
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
応

用（
夜
間
）講
習
会

　
期
日　
６
月
２
日
㈫
、
３
日
㈬
、

５
日
㈮
、
９
日
㈫
、
10
日
㈬
、

12
日
㈮
、
16
日
㈫
、
17
日
㈬
、

19
日
㈮（
全
９
回
）

　
時
間　
午
後
６
時
〜
９
時

　

内
容　

実
務
で
役
立
つ
よ
う
な

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
操
作（
グ

ラ
フ
作
成
、基
本
の
関
数
な
ど
）

　
申
込
方
法　
５
月
14
日
㈭（
必
着
）

ま
で
に
、
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
で

申
込
書
を
送
る

　
場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
４
階

Ｏ
Ａ
ル
ー
ム（
原
町
３
－
１
－

７
）

　
受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
の

一
部
と
し
て
１
０
０
０
円
の
自

己
負
担
あ
り
）

　
定
員　
20
人（
申
込
多
数
の
場
合

は
書
類
選
考
、
申
込
少
数
の
場

合
は
中
止
の
可
能
性
あ
り
）

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
介
護
士
２
級

講
習
会

　
期
日　
６
月
13
日
㈯
、
20
日
㈯

　
時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分

　
内
容　
高
齢
者
に
喜
ば
れ
る
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
た

め
の
実
技
と
理
論

　
場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
研
修

室（
原
町
３
－
１
－
７
）

　
※
試
験
会
場
も
同
会
場
で
す
。

　
受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
と

認
定
試
験
料
の
一
部
と
し
て
１

　
　
万
円
の
自
己
負
担
あ
り
）

　
定
員　
20
人（
申
込
多
数
の
場
合

は
書
類
選
考
、
申
込
少
数
の
場

合
は
中
止
の
可
能
性
あ
り
）

　
申
込
方
法　
５
月
25
日
㈪（
必
着
）

ま
で
に
、
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
で

申
込
書
を
送
る

※
託
児
が
あ
り
ま
す（
無
料
、
１
歳

〜
未
就
学
児
、
要
予
約
）。

※
申
込
書
は
、
市
こ
ど
も
未
来
課
、

県
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
社
会
福

祉
課
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（https://fukuoka-

kenboren.jp/

）
で
も
入
手
で

き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン

タ
ー（
〒
816
－
０
８
０
４
原
町
３

－
１
－
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
６

階
受
け
箱
11
号
）

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

県
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

一
人
親
家
庭
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談

　
一
人
親
家
庭
の
福
祉
を
守
り
自
立

を
支
援
す
る
観
点
か
ら
、
子
ど
も
の

養
育
費
な
ど
の
生
活
上
の
問
題
に
関

し
て
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
行
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（

https://fu
kuoka-kenboren.jp/support
_legal.htm

l)

を
見
て
く
だ
さ
い
。

日
時

▽
昼
間
の
相
談

　
５
月
13
日
㈬
、
６
月
３
日
㈬
、
７

月
１
日
㈬

　
午
後
１
時
〜
３
時

▽
夜
間
の
相
談

　
５
月
20
日
㈬
・
27
日
㈬
、
６
月
10

日
㈬
・
24
日
㈬

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

※
相
談
時
間
は
約
30
分
で
す
。

場
所　
同
セ
ン
タ
ー（
原
町
３
－
１

－
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

定
員　
１
日
４
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
相
談
日
前
日
ま
で
に
、

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン

タ
ー

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

相
談  C

onsultation

法
テ
ラ
ス
福
岡

弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談

日
時　
５
月
21
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局（
筑

紫
野
市
二
日
市
中
央
５
－
14
－
７
）

定
員　
６
人（
申
込
先
着
順
）

※
相
談
時
間
は
、１
人
30
分
以
内
で
す
。

申
込
方
法　
平
日
の
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
に
、
電
話
で
予
約
す
る

※
一
定
の
収
入
を
超
え
な
い
人
を
対

象
と
す
る
た
め
、
予
約
の
際
に
収

入
な
ど
を
尋
ね
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
法
テ
ラ
ス

福
岡

☎
０
５
０（
３
３
８
３
）５
５
０
２

募
集  Recruitm

ent

元
気
に
楽
し
く
活
動
で
き
ま
す

仲
間
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
説
明
会

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
春
日
第
１
団
は
、

野
外
活
動
を
通
じ
て
自
然
を
学
び
、

友
情
や
協
調
の
精
神
を
育
て
る
楽
し

い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
活
動
説
明
会
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

※
子
ど
も
と
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

ク
ラ
ス
・
対
象

▽
ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト

　
幼
稚
園
・
保
育
園
年
長
〜
小
学
２

年
生

▽
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト

　
小
学
３
年
〜
５
年
生

▽
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

　
小
学
６
年
〜
中
学
３
年
生

※
こ
の
他
、
成
人
指
導
者
も
募
集
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
10
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分（
受
付
：

午
前
９
時
30
分
〜
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
学

習
室
２

問
い
合
わ
せ
先　
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
春
日
第
１
団
事
務
局　
吉よ

し
い井

☎（
５
９
１
）２
２
６
２

F（
５
９
１
）２
２
９
１
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そ
の
他  etc

５
月
27
日
㈬

休
業
し
ま
す

筑
慈
苑（
火
葬
場
）

　
施
設
点
検
な
ど
の
た
め
、
火
葬
の

休
業
日
を
春
季
と
秋
季
に
１
日
ず
つ

設
け
て
い
ま
す
。
５
月
27
日
㈬
は
火

葬
場
を
休
業
し
ま
す
が
、
葬
祭
施
設

と
霊
安
室
に
つ
い
て
は
、
通
常
ど
お

り
利
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
５
月
上
旬
か
ら
８
月
下
旬

ま
で
の
間
、
施
設
の
外
壁
改
修
工
事

を
行
い
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
、
騒

音
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
筑
慈
苑
受
付
窓
口

☎（
９
２
６
）１
８
９
２

F（
９
２
６
）１
８
８
１

春
日
那
珂
川
水
道
企
業
団

恒
久
的
な
水
源
の
確
保

完
了
し
ま
し
た

　
平
成
28
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い

た
恒
久
水
源
確
保
に
つ
い
て
、
３
月

ま
で
に
、
次
の
５
つ
の
水
源
の
確
保

が
完
了
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

▽
九
州
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
の
湧
水

（
市
ノ
瀬
）

▽
九
州
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
の
湧
水

（
上
梶
原
）

▽
た
め
池
の
余
剰
水（
白
水
大
池
）

▽
普
通
河
川（
猿
山
川
）

▽
普
通
河
川（
西
畑
川
）

　
な
お
、
残
る
水
源
と
し
て「
五
ケ

山
ダ
ム
完
成
に
よ
る
受
水
増
量
」が

あ
り
ま
す
が
、
現
在
、
試
験
湛
水
中

で
あ
り
、
供
用
開
始
を
待
つ
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
多
大
な
る

ご
心
配
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し

た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
安
全
・
安
心
で
安
定
的
な

給
水
が
で
き
る
よ
う
、
企
業
団
職
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

企
業
団
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w
w
.kasuga-nakagaw

a-
suido.or.jp

）も
し
く
は
企
業
団
広

報
紙「
水
レ
タ
ー
臨
時
号
」を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
同
企
業
団
総
務
課

☎（
５
７
１
）７
０
０
１

F（
５
７
４
）４
９
６
０

１
０
０
５
４
６
３

期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い

普
通
自
動
車
税（
種
別
割
）

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

　

令
和
２
年
度
の
普
通
自
動
車
税

（
種
別
割
）、
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

の
納
付
期
限
は
、
６
月
１
日
㈪
で
す
。

　
４
月
１
日
現
在
の
普
通
自
動
車
・

軽
自
動
車
の
所
有
者
に
は
、
５
月
上

旬
に
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
普
通
自
動
車
税（
種
別
割
）：
福
岡

県
筑
紫
県
税
事
務
所
自
動
車
税
係

☎（
５
１
３
）５
５
７
６

F（
５
１
３
）５
５
９
７

▽
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）：
市
税
務

課
市
民
税
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
１

市
安
全
安
心
課

防
犯
情
報
ツ
イ
ッ
タ
ー

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
開
設
し
ま
し
た

　
市
の
防
犯
に
関
す
る
情
報
を
発
信

し
、
市
民
の
防
犯
意
識
の
向
上
を
図

る
た
め
、防
犯
情
報
ツ
イ
ッ
タ
ー（@

kasuga_bouhan

）を
開
設
し
ま

し
た
。

発
信
内
容

▽
声
掛
け
、
つ
き
ま
と
い
な
ど
の
前

兆
事
案
に
係
る
情
報

▽
消
費
生
活
相
談
に
係
る
頻
発
事
案

情
報

▽
交
通
安
全
に
係
る
啓
発
情
報

▽
県
警
が
発
信
す
る
統
計
情
報
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　
安
全
安
心
課
防
犯

安
全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
３

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
本
部
ツ
イ
ッ
タ
ー

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
開
設
し
ま
し
た

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
最
新
情
報
を
発
信
す
る
、
春

日
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部
ツ
イ
ッ
タ
ー（@

kasuga
_CoV

）を
開
設
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　
秘
書
広
報
課
広
報

広
聴
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
５

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
対
策
の
た
め

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
設
置
し
ま
す

　
市
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
、

本
庁
舎
１
、２
階
お
よ
び
い
き
い
き

プ
ラ
ザ
１
階
の
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
飛
沫
感
染
を
防
止
す
る
た

め
に
、透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト（
間

仕
切
り
）を
設
置
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
管
財
課
管
財
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
５

１
０
０
５
６
５
１

休
載
の
お
知
ら
せ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
、
児
童
セ
ン
タ
ー
の
５
月
の

行
事
を
中
止
し
、
児
童
セ
ン
タ
ー
の

５
月
の
行
事
予
定
表
を
休
載
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
未
来
課
児

童
担
当（
須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー
）

☎（
５
７
３
）２
４
３
１

F（
５
８
４
）７
７
３
９

新型コロナウイルス感染症
医療機関の受診に関する相談窓口

帰国者・接触者相談センター（筑紫保健福祉環
境事務所）　☎（707）0524
相談日時　月〜金曜日（祝日除く）
　午前8時30分〜午後5時15分
※上記時間外は、県保健所夜間休日緊急連絡
番号（☎（471）0264）で受け付けます。
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平成13年
ハート館かすが
開所

救急電話相談・医療機関案内

休日当番医

小児科夜間・休日救急診療

小児救急電話相談

口腔保健センターちくし 休日急患歯科診療所  ※診療は急患のみ

急な病気やけがの対処についてや救急車の利用、最寄りの医療機
関などのアドバイスを行います（24時間、年中無休）。

※祝日の診療時間は、いずれも午前9時〜午後9時30分です。
※受付終了は午後9時です。
※救急診療部からの支援体制を図る場合があります。

平日夜間（午後7時〜翌朝7時）、土曜日（正午〜翌朝7時）、日曜日（午
前7時〜翌朝7時）の子どもの急な病気やけがに対する処置の判断
に困ったときに、看護師や小児科医がアドバイスします。

春日原北町1-3-6 筑紫歯科医師会館内　☎（571）0118
受付日時　日曜日・祝日・年末年始・盆の午前9時〜午後4時
※新型コロナウイルス感染拡大の影響で、診療先が変更になる場
　合がありますので、必ず事前に問い合わせてください。

夜間当番医など、詳しくはウェブサイト（ 1001374）を見てください。

♯7119　☎（471）0099

♯8000　☎（661）0771

福岡大学筑紫病院
☎（921）1011 ㈪・㈬・㈮　午後5時〜9時30分

福岡徳洲会病院
☎（573）6622

㈫・㈭・㈯　午後5時〜9時30分 
            ㈰　午前9時〜午後9時30分

午前9時〜午後5時　　内科、　 外科、　 産婦人科

★ 緊 急 医 療 情 報 ★

お
家
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

　
外
出
自
粛
要
請
が
行
わ
れ
、
皆

さ
ん
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
よ
ね
。
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

協
力
し
て
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え

ま
し
ょ
う
▼
私
の
ス
ト
レ
ス
解
消

法
は
、
ペ
ッ
ト
の
ウ
サ
ギ
と
戯
れ

る
こ
と
で
す
。
綿
あ
め
の
様
な
体

を
な
で
る
だ
け
で
、
幸
せ
を
感
じ

ま
す
。
動
物
に
は
人
間
の
心
を
癒

や
す
効
果
が
あ
り
、
ア
ニ
マ
ル
セ

ラ
ピ
ー
と
い
っ
て
医
学
的
に
も
効

果
が
証
明
さ
れ
て
い
る
そ
う
▼
そ

ん
な
愛
兎
は
３
歳
で
す
が
、
人
間

で
い
う
と
も
う
36
歳
。
あ
っ
と
い

う
間
の
成
長
に
少
し
寂
し
さ
も
感

じ
ま
す
▼
ウ
サ
ギ
は
寂
し
い
と
死

ん
で
し
ま
う
、
と
い
う
の
は
実
は

誤
解
で
、
本
当
は
人
間
に
必
要
以

上
に
構
わ
れ
る
こ
と
や
、
新
し
い

環
境
に
慣
れ
な
い
こ
と
が
ス
ト
レ

ス
で
、
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
そ
う
で
す
。
ウ
サ
ギ
も
人
間
も

リ
ラ
ッ
ク
ス
が
大
事
で
す
ね
▼
皆

さ
ん
も
家
で
の
時
間
を
楽
し
む
な

ど
、
体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
ご
自

愛
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
の

平成13年
春日市野外活動場
利用開始

アーカイブ
平成
Vol.13

（
令
和
２
年
３
月
末
現
在
）

市
の
人
口

●総人口
  113,267人 （前月 -45）
  女58,277人（前月 -2）
  男54,990人（前月 -43）
●世帯数
  49,551世帯（前月 +156）

●増　転入	1339人
　　　出生	 82人
　　　その他	 19人
●減　転出	1427人
　　　死亡	 52人
　　　その他	 6人

３
日
㈰
・
㈷

 かわらだクリニック
　 ☎（583）9678

 福岡徳洲会病院
　 ☎（573）6622

 はら脳神経外科医院
　 ☎（928）8858

 福岡徳洲会病院
　 ☎（573）6622

 早瀬川医院
　 ☎（924）3531

４
日
㈪
・
㈷

 西本内科医院
　 ☎（926）0021

 丸山病院　
　 ☎（922）9001

 小西第一病院 春日クリニック
　 ☎（588）8060

 自衛隊福岡病院
　 ☎（581）0431

 永川産婦人科医院
　 ☎（922）3164

５
日
㈫
・
㈷

 ひろ内科
　 ☎（986）5423

 秦病院
　 ☎（501）1111

 上野脳神経外科クリニック
　 ☎（927）3555

 福岡徳洲会病院
　 ☎（573）6622

 牛島産婦人科医院
　 ☎（921）2511

６
日
㈬
・
㉁

 たけの内科クリニック
　 ☎（593）0500

 樋口病院
　 ☎（572）0343

 中村整形外科医院
　 ☎（575）5050

 福岡徳洲会病院
　 ☎（573）6622

 西尾産婦人科医院
　 ☎（928）1103

10
日
㈰

 伊藤医院
　 ☎（922）3303

 済生会二日市病院
　 ☎（923）1551

 うれしの外科胃腸科クリニック
　 ☎（954）1111

 済生会二日市病院
　 ☎（923）1551

 女性クリニックみのり
　 ☎（555）3663

17
日
㈰

 井上内科医院
　 ☎（587）0270

 自衛隊福岡病院
　 ☎（581）0431

 城戸整形外科クリニック
　 ☎（513）5002

 自衛隊福岡病院
　 ☎（581）0431

 まなべ産婦人科医院
　 ☎（571）4307

24
日
㈰

 津田内科医院
　 ☎（924）3311

 福岡大学筑紫病院
　 ☎（921）1011

 なかむら整形外科
　 ☎（926）9300

 福岡大学筑紫病院
　 ☎（921）1011

 城野産婦人科クリニック
　 ☎（584）1103

31
日
㈰

 本村内科医院
　 ☎（587）1055

 秦病院
　 ☎（501）1111

 杉山整形外科医院
　 ☎（501）3369

 諸岡整形外科病院
　 ☎（952）8888

 あまがせ産婦人科
　 ☎（572）5503

今
月
の
納
期

納税は便利な口座振替のご利用を！

■ 軽自動車税（種別割）　全期

※末日が休業日のときは、翌営業日が納期限です。

さ
ん
ぽ
み
ち

※市政50周年（令和4年）
に向けて、市史（平成版）
を編さん中です。
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正
し
い
手
の
洗
い
方

①
流
水
で
よ
く
手
を

ぬ
ら
し
た
後
、
石

け
ん
を
付
け
、
手

の
ひ
ら
を
よ
く
こ

す
る
。
ま
た
、
手

の
甲
は
伸
ば
す
よ

う
に
こ
す
る
。

②
指
先
、
爪
の
間
、

指
の
間
を
念
入
り

に
こ
す
る
。

③
親
指
と
手
の
ひ
ら

を
ね
じ
り
洗
い
す

る
。
手
首
も
忘
れ

ず
に
洗
う
。

　
石
け
ん
で
洗
い
終
わ
っ
た
ら
、

十
分
に
水
で
流
し
、
清
潔
な
タ
オ

ル
や
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
で
よ
く
拭

き
取
っ
て
乾
か
す
。

問い合わせ先　健康スポーツ課健康づくり担当　☎（５０１）１１３４　F（５０１）００５１　  1005067

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
含
む
感
染
症
対
策
の
基
本
は
、「
手
洗
い
」

や「
マ
ス
ク
の
着
用
を
含
む
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」で
す
。

３
つ
の
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

▽
マ
ス
ク
を
着
用
す
る（
口
・
鼻

を
覆
う
）

▽
マ
ス
ク
が
な
い
と
き
は
、
テ
ィ

ッ
シ
ュ
・
ハ
ン
カ
チ
で
口
・
鼻

を
覆
う

▽
と
っ
さ
の
時
は
、
袖
で
口
・
鼻

を
覆
う

新型コロナウイルスの集団発生防止にご協力をお願いします

①換気の悪い

密閉空間 密集場所 密接場面
②多数が集まる ③間近で会話や発声をする

新型コロナウイルスへの対策として、クラスター（集団）の発生を防止することが重要です。
日頃の生活の中で３つの「密」が重ならないよう工夫しましょう。

3つの を避けましょう!密

マスク
着用

マスクが
ない時

とっさ
の時

感
染
症
対
策
へ
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す




